


































































接続くものである。この稿の目次は「はしがき， 1. 日本の家とウェーパーの家共同体の概念， H. 

















































員 |百分比 i百分比人 人 員
平氏 31，106，516 93.41% 33，765，530 93.91% 
華族 2，829 3，073 





不詳 318，187 0.88% 





































計 58，610(100%) 65，055(100%) 
地租 50，345 (86~め 43，425 (67%) 
酒税 2，555 (49ぢ〕 14，063 (22%) 
海関税 1，718 (3 %) 2，750. (4 %) 
煙草税 206 (一一〉 1，294 (2 %) 




























明治6年 5，640，310 7，167，260 78.69% 
明治20年 5，518，040 7，771，395 71.24% 
明治24年 5，489，630 7，806，369 70.32~ぢ
明治36年 5，359，065 8，364，470 64.07% 
昭和5年 5，599，670 12，704，896 44.74タ6
昭和7年 5，632，554 12，346，956 45.62% 




































第5表産業別人 q 口数 単位:1，000人
有 業 者
年次 総数 総数|農林業|水産業|鉱業|工業|商業|交通業 I~由喜|室周期注量 無業者
明治6川 1115釧 4 689 1，2891 85 445 1，805 13，653 
一(100.00)1(78.20)1 (0.01): (3.55) (6.56) (0.41) (2.26) (9.19) 
大正9 55， 9631 27， 2601 14， 2861 536 447 5，138 3，661 151 1，156 662 64128，702 
一(100.00)(52.41) (1. 97) (1. 64) (18.85) (13.43) (3.49) (5.56) (2.43) (0.22) 
昭和5 64， 4501 29， 620 14.131 568 315 5，8761 4，906 9451 2，005 8021 71 34，830 1 (1~~.. ~~~ (74.71) (1.92) (1. 06) (19.95)1(16.56) (3. 91)1 (5. 94) (2.71)1 (0.24) 
15 71， 3801 32， 483 13，842 543 598 8， 1321 4， 882 1，3641 2，195 7091 218 38，898 
一(100.00)(42.62) (1.67) (1. 84) (25叫15ω (4・;1(~・ 75) (2.18)1 (0.68) 
19 73， 0641 31， 797 13，625 458 789 9， 364! 2， 483 1， 6161 2，849 4721 141 41，267 
一(100，00)(42.85) (1. 44) (2.48) (29.45) (7.81) (5.08) (8.96) 1. 48) (0.45) 
21 75， 8931 31， 229 17，0111 447 6251 6，2111 2，0691 1，9931 2，3611 1541 258144，664 








封建時代 (5公5民として〉 50 % 18 % 32 % 
明治6年(地租改正時検査例〕 34 ~ぢ 34 % 32 % 
明治7・8・9年平均 13 必 55 % 23 % 
明治10年減税 12 % 56 % 32 ~ぢ

















|払下年月| 払 下 者
鉱 山
高 島 鉱 山 1874年1月 後藤象次郎 (81年4月三菱に譲渡〉
足 尾 鉱 山 1877年3月 古河市兵衛
油 戸 鉱 山 1884年1月
中小坂鉱山 1884年7月 阪本弥八
坂 鉱 山 1884年9月 久原庄三郎
院 内 鉱 山 1885年1月 古河市兵衛
阿 仁 鉱 山 1885年4月 古河市兵衛
一 池 鉱 山 1888年8月 佐々木八郎 (89年1月三井に譲渡〕
幌 内 鉱 山 1889年 北海通炭鉱鉄道会社
佐 渡 鉱
1896年9年 菱



















































































































































































































































































































































































































































































して一一~ ~同志社商学』第34巻第 3 号，藤田貞一郎『近世経済思想、の研究一一国益」思想、と幕藩体
制一一』吉川弘文堂。
7)由井常彦=J・ヒルシュマイヤー『日本の経営発展一一近代化と企業経営一一』東洋経済新報社，
第2章第4節「企業家の価値観の形成」
8)ヨーロッパ資本主義におけるプロテスタンテイズムの役割を，非キリスト教団である日本において
何に求めるか。いかなる宗教が日本における資本主義のリード・イデオロギーになったか。よく知ら
れるR・N・ベラー著，堀一郎・池田昭訳『日本近代化と宗教倫理』未来社がある。家の倫理・神道
に求めたのは神島二郎である。『近代日本の精神構造』岩波書庖に言う。「かつてM・ウェー パー は，
西欧における近近資本主義の祖型をフ。ロテスタンテイズムの禁欲的職業倫理に求めたが，もしこれに
比定できるものを近代的日本に求めるとすれば，それはく家>の倫理であると私は考える。日本人の
心にひろく支配してきた民間信仰としての神道はく家>の信仰にほかならず，その中にこそ，大社会
を形成する倫理的なインセンティウーがあったと思われるからであるJCp.265~266) 
48 立教経済学研究第42巻第2号 1988年
に前資本制的な家を解体・消滅させてゆくにもかかわらず，何故日本は家的法体系を憲法から
民法にわたって構築したのであるが，その問いに答えるものであった。その答えは明治維新の
性格の中にかくされていた。すなわち，日本資本主義の形成の担い手がフeルジョアジーではな
く，西南雄藩の下層武士階級であったことによる。封建社会の支配階級たる武士階級がどうし
て資本主義形成の担い手になりえたのか。それは，論理矛盾でさえある。この論理矛盾が現実
の日本に起きたのは，日本における封建制の特殊体制たる幕藩体制による。藩は領であり，統
治体であり，経営体であり，家であった。明治維新は富国強兵，殖産興業(国産の奨励・洋式
工業の導入〉を掲げて藩=家経営を担い推進していた西南雄藩の下級武士を中核として成し遂
げられ，明治国家は富国強兵・殖産興業を国是として押しすすめられ建設せられていったので
ある。藩むづ家が，日本全国を一つの家とした体制に「倣い拡大」されたのであった。秘密
はここにある。
「倣い拡大」の概念を設定し，日本史をウジ社会とイエ社会のニつのサイクルによって把握
した村上泰亮・公文俊平・佐藤誠三郎『文明としてのイエ社会~9)は，度々とり上げるが，傑
出した問題提起の書である。この藩から国家への「家の倣い拡大」をはじめて説いたのは，こ
の著作である。藩から国家への「家の倣い拡大」を言うかぎり，私の言うところは全くの追随
者である。違うところは，家ないしイエの概念が全くと言っていいほと違うということ，従が
ってまた藩から国家への家の倣い拡大の内容，プロセスの論じ方が大きく違っているというこ
とである。もっとも，単なる精織化に過ぎぬかもしれぬ。
その違いの生れるもとには，独自の史観をもって日本を把握しようとし，そのような史観を
たてようとする村上・公文・佐藤に対して，私はこれまでの学問的蓄積なり既存の史観なりが
利用できるかぎりはそれによって日本の家問題を把握してみようとつとめているところにある
ように思われる。
9)主として，拙稿「家の概念一家の連続・非連続」立教経済学研究，第40巻第3号を参照されたい。
